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○出席議員数１５人（議長に投票権無し）
投票総数 １４票
有効投票 １４票 無効投票 ０票

賛　成　　 ６票 反　対    ８票
有効投票のうち

　　

採決の結果

今後、全ての政
策についてアン
ケートが必要と
なるため現実的
でない。

【町回答】

子どもたちの給食の評価は。（馬場正治　議員）
好評と聞いている。残食が少なかったクラス
に、好きな食材を使用した給食を要望できる
リクエスト券を発行し関心を高める工夫をし
ている。

アンケート対象が間違っているということで
あれば仕方がないと思う。

主 質 疑な
問

アンケート対象範囲に問題があると思うが。問

答
令和７年４月１日から無料化財源を公共施設整備
基金積立金へ組み替えるとのこと。先日、当議会
は「学校給食の無償化」を国に求める意見書を提
出したが国の負担をどう考えているのか。

問

その時々の情勢や実情を反映させるため、期間を
３年とした。

答
令和２年の保護者アンケートでは、対象者 2,144 人で、
86.4％の方が継続を希望したため継続とした。

答

そのとおり組み替えを予定している。令和７年３
月３１日まで町で補い、それまでの間に国が負担
することを期待する。

答
答

▲投票の様子

提
案
理
由

議案第７４号「おいらせ町学校給食費の免除に関する条例の一部を改正する条例」
　本条例による免除制度が令和４年３月３１日をもって失効するため、令和７年３月３１
日までの３年間を延長する。引き続き保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援の充実を
図るため、学校給食費の免除に関する条例の一部改正を提案する。

賛
成
討
論

反
対
討
論

議
案
審
議

　改正内容に対する質疑後、反対する議員・賛成する議員の討論
が行われました。原案に対し「異議あり」と発言があり、議長権
限により無記名投票で投票が行われ、反対多数で否決されました。
この結果、町学校給食費の免除に関する条例は令和４年３月３１日で失効となります。

楢山　忠　議員
ならやま　ただし

・近隣市町村でも学校給食費を無料とする条例化が進みつつある。議会では国に学校給   
  食費の無償化を陳情し、国の無償化が実現されるまで、町が先行して行う。
・自主財源から１億円の出費は厳しいが定住促進助成金の見直しで約 6,400 万円を活用。
・親の負担の軽減、子どもの貧困による差別の解消、教育環境を整備し定住促進を図り、              
  持続可能な町とするため必要不可欠な事業と考えている。

松林　義光　議員
まつばやし　よしみつ

・学校給食費の無料化で子育て支援に力を入れ、評価されている。
  町長には自信を持ってこの政策を続けてもらいたい。
・財源が厳しいことは私も否定はしないが、木ノ下・百石・木内々小学
  校区を除外した定住促進事業の 6,400 万円あまりの財源と保育料の
  国負担により、これらの財源で私は何とかなると考えている。

馬場　正治　議員
ばば　　　まさはる

ばば　 まさはる

　（西館芳信　議員）
にしだて  よしのぶ

提案理由の説明で「保護者の経済的負担を軽減し、
子育て支援の充実を図るため」とのことであれば、
なぜ永年としないのか。

問 無料化の対象人数と、条例制定後の３年間の検証結果は。問

子どもたちに対する施策であり、受益者に対するアン
ケートは有効と思っている。

答

答 無料化対象者は町民の 8.5％で、検証は受益者のみの保護
者のアンケート結果とした。

無料化対象者は町民の何％か。また、条例制定当時の答弁
では約１億１千万円の自主財源負担による財政状況を鑑み
て検証するとのことだったが。　

問

（柏﨑利信　議員）
かしわざき  としのぶ 

（柏﨑利信　議員）
かしわざき  としのぶ 

（平野敏彦　議員）
ひらの     としひこ

（平野敏彦　議員）
ひらの     としひこ

制定時の答弁はなんだったのか。問 （平野敏彦　議員）
ひらの     としひこ

・環境を良くするだけでは町は将来続かない。永続的に財源を確保する必要があり、
  それは子どもを健全に育て、将来、町を支える人間を育てること。
・子育てしやすい町に住んでもらい、納税し、それを財源とし様々な事業が可能。
・何にお金を使うか町の将来を任され責任をもって町づくりをするのは町長の責任。
・子育て政策に今、重点を置いてお金を使うことに大賛成。
・財政が逼迫しているという考え方は、持つ必要がないと私は考える。

澤上　訓　議員
さわかみ　  さとし

１億１千万円の自主財源を全額給食費に充てるという考え方に反対。
①全面的に反対ではない。財源がない中での継続は『所得制限』や『減額等の軽減措置』を。
②給食費は全て自主財源。他の行政サービスに影響を及ぼし、住民サービス低下に直結。
③全て町税で賄っている給食費。広く町民アンケートを行い、町民の声を反映させるべき。
④計画的に実施している公共施設積立金を３年間ストップしてまで無理に継続する必要 
　があるのか。

吉村　敏文　議員
よしむら　　としぶみ

・給食費無料化事業の間、町全体で『各種団体の一律補助金のカット』『町委託事業不成立』
　『生活関連整備事業の削減』などで、著しい町民サービスの低下を招いている。
・保護者のアンケート結果で延長を決断したということだが、町民の大事な血税を全額充
　当しているのに大勢の一般町民の声を聞いていない。アンケートの取り方に問題がある。

平野　敏彦　議員
ひらの　　  としひこ

・給食費無料化で子育て支援や定住促進に対し、どのような効果があったのか説明がない。
・無料化により事業が計画通り進めば、経常収支比率は 98％を超えると予測していた。
  しかし、コロナ関連補助金が充当され、町一般事業がほぼ中止となり自主財源が浮いた。
  今後、給食費無料化を３年間継続すると、町スポーツ施設整備やライフラインの整備に 
  支障をきたし、町民サービスの低下が懸念される。また、財源不足で除雪車の出動制限
  や様々な事業展開など町民の要望に応えられない状況を生み出さないためにも反対する。

残りの９１．５％の
町民の意見を聞かない
町の姿勢にも「反対」!

『町学校給食費の免除条例』否決
令和４年３月末で給食費無料化終了 1２月
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12
月
定
例
会

　議
案
審
議

1２月
定例会

おいらせ町学習等供用施設条例の一部を改正する条例について
おいらせ町防災基本条例の一部を改正する条例について
おいらせ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
おいらせ町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
おいらせ町学校給食費の免除に関する条例の一部を改正する条例について
令和３年度おいらせ町一般会計補正予算（第６号）について
令和３年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
令和３年度おいらせ町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について
令和３年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について
令和３年度おいらせ町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
令和３年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第３号）について
令和３年度おいらせ町一般会計補正予算（第７号）について

可決
可決
可決
可決
否決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

議案第７０号
議案第７１号
議案第７２号
議案第７３号
議案第７４号
議案第７５号
議案第７６号
議案第７７号
議案第７８号
議案第７９号
議案第８０号
議案第８１号

▼議案審議一覧 　１２月７日（火） １１原案可決、１原案否決

1２月
定例会

　令和３年第４回定例会は、１２月２日から７日までの
６日間の会期で開かれました。
　条例の一部改正５件と、令和３年度一般会計補正予算
及び特別会計補正予算７件を審議しました。
　議案１２件が上程されましたが、学校給食費の免除に
関する条例の一部改正は否決（関連記事P２、P１４参照）
され、他１１件は原案のとおり可決しました。

主 質 疑な

内容：深沢地区生活会館の老朽化に伴い施設
　　　利用を廃止しているため対象施設から
　　　削除するもの

【議案第７０号】
　　　　町学習等供用施設条例の一部改正

【議案第７１号】
　　　　　　町防災基本条例の一部改正

既存施設の解体時期はいつになるのか。
また、解体前まで他団体への貸出が可能か。

問

　（平野敏彦　議員）
ひらの    としひこ

　（平野敏彦　議員）
ひらの    としひこ

この施設は防衛省補助で設置し、50
年間の施設維持が必要となっており、
令和 15 年度以降に解体することがで
きる。未使用状態が長期化すれば防
犯上危険となるため、処分費や補助
残存額を調査整理したうえで事前解
体も含め検討したい。
現状のままでは老朽化が著しく使用
できない状況であるが、他団体への
貸出は、学習等供用施設利用目的に
反する恐れがあるため制度を再確認
する。

改正内容が分かりにくいので、町の災害対応を強調し
周知をお願いしたい。

問

今後も迅速に情報提供や避難対応等、周知していく。

【議案第８０号】
　　　　　　病院事業会計補正予算
前日の馬場議員の一般質問で「百石病院の改築工
事費を下田町の基金５億円を充てた」という趣旨
の発言があった。しかし、私は、百石病院の時代、
平成元年に１４億円の不良債務があり、７年間で
解消し、その後、優良病院として全国自治体病院
の表彰を受けるほど経営状況が良くなり、積立し、
改修工事したと記憶している。
正確な説明を。
平成元年当時の資料を持ち合わせていないが、平
成５年の資料では欠損は５億円あり、平成１７年
で欠損金を解消している。その当時の現金の残高
は約８億円あり、建設費や設計費等で約２億６千
万円支出し、翌年の決算残高が約５億３千万円と
なっていることから病院の自己資金として改築工
事を実施したものと認識している。

答

答

問

答

　（西館芳信　議員）
にしだて  よしのぶ

内容：災害対策基本法等の法律で、「避難指示」と「避難
　　　勧告」の二通りを「避難指示」へ統合するものと、
　　　避難など災害が発生する前から様々な措置を取れ
　　　るよう、町も従い条例の一部改正を行う

今後も迅速に情報提供や避難対応等、周知していく。

▲故澤上勝議員への追悼演説の様子
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町地域振興協議会
補助金

甲洋・下田小学校区
子育て世代定住助成金

①障害者給付費等
②障害児給付費等

介護施設等感染拡大
防止対策事業費補助金

(R4.1.8(土)開催)

(国補助：10/10)

申請見込増に伴い増額

補正額　  690万円
補正後　  1,410万円

申請申込増に伴い増額

補正額　  　974万円
補正後　  3,828万円

支出見込増に伴い増額
(負担割合：国1/2,
             県1/4,町1/4)

①補正額
　補正後
②補正額
　補正後

3,180万円
4億6,987万円

1,879万円
1億　980万円

保育所等の運営費増に
伴い増額
補正額　　       　5,787万円
補正後　　    13億6,265万円

子どものための
教育・保育給付費

浄化槽設置整備費
補助金

経営継承・発展支援
事業費補助金

子育て世帯への臨時
特別給付(先行給付金)

新設 補正額 432万円

新設 補正額　　100万円

新設 補正額　　100万円

 
12月の主な一般会計補正予算

歳入歳出予算の総額に３億８,６４６万円を増額し、予算の総額は、1０９億１,２６４万円としました。

新成人のお祝いや新型
コロナウイルス終息祈
願、医療従事者への感謝
を目的として開催する花
火大会事業へ一部補助

(国補助：10/10)

新設 補正額 2億4,285万円

子育て世帯生活支援
対象児童１人につき５万円
給付

(国補助：1/2)

地域農業の担い手の経
営を継承した後継者の
経営発展に向けた取り組
みを支援

【コロナ対応事業】

【コロナ対応事業】

※詳細は下記参照

【コロナ対応事業】
グループホームの簡易
陰圧装置設置に対する
交付金

12
月
定
例
会

　補
正
予
算

特別会計 / 公営企業会計  補正予算 
会計の名称 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容 

国民健康保険（第 2 号） 733 万円 25 億 1,933 万円 一般被保険者にかかる療養費等 

公共下水道事業（第 2 号） 373 万円 10 億 5,442 万円 公共汚水桝設置工事費等 

農業集落排水事業（第 2 号） ▲69 万円 1 億 4,143 万円 地方公営企業法適用移行支援業務費 

介護保険（第 2 号） 412 万円 24 億 4,717 万円 居宅介護サービス計画等給付費等 

病院事業会計 第 3 号 409 万円 10 億 9,392 万円 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種促進事業費等 
   ※千円の位を四捨五入しています。 

 
 

対象となる子ども 

 

   『子育て世帯への臨時特別給付金』 
 

 

   

 た子ども

① 子どもを扶養している者の年収 960 万円以下

の世帯：扶養親族等が児童 2 人と年収 103 万

円以下の配偶者の場合の目安で、所得範囲や制

限の基準は児童手当に準じます。 

② ０歳から高校３年生までの子ども：平成 15 年

4 月 2 日から令和 4 年 3 月 31 日までに生れ

）（

～所得制限者へも町独自支援～

　国では、子どもたちを力強く支援し、未来を拓

く観点から子育て世帯に対し、子ども１人当たり

１０万円相当の給付を行うことを決定しました。

　町では、現金５万円の先行給付金のほか、追加

給付についても５万円相当のクーポンではなく現

金で行うことを決定し、また所得制限により、国

の臨時特別給付金が支給されない子育て世帯に対

しても、町独自で現金１０万円の給付を行うこと

としました。
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▼
　
第
２
回
臨
時
会
／
第
３
回
臨
時
会

第２回
臨時会

第 3回
臨時会

　
令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
10
月

29
日
の
１
日
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議

案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
11
月
30
日
の
１
日
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
青
森
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
職
員
・
特
別
職
・
議

員
の
期
末
手
当
支
給
割
合
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
３

議
案
が
上
程
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、
２
件
が
原
案
の
と
お

り
可
決
、
１
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

主

質
疑

な

▲投票の様子

【
議
案
第
66
号
】

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
生
産
費
か
ら
収
入
を

差
し
引
い
た
約
１
万
円
の
減
収
額
の
概
ね

２
分
の
１
の
給
付
額
と
し
た
。

　
ま
だ
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
市

町
村
も
あ
る
が
、
当
町
の
金
額
は
現
時
点

で
は
県
内
で
も
上
位
に
位
置
し
、
低
額
と

の
認
識
は
な
い
。

答
当
初
は
２
５
０
件
ほ
ど
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
現
時
点
で
１
割
の
24
件
が
申
請
。

昨
日
ま
で
で
80
件
の
問
い
合
わ
せ
を
考
慮

し
、
減
額
し
た
。

　
周
知
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
と
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
対
象
と
思
わ
れ
る
３

５
０
社
に
案
内
を
送
っ
た
。
ま
た
、
商
工

会
で
も
会
員
に
周
知
し
て
い
る
。

答
稲
作
農
家
に
向
け
た
支
援
と
し
て
、
給
付

額
１
ア
ー
ル
当
た
り
５
０
０
円
の
県
内
に

お
け
る
順
位
は
。

問
新
し
い
生
活
様
式
対
応
推
進
助
成
金

１
５
０
０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

問

（
澤
上
勝
　
議
員
）

さ
わ
が
み 

ま
さ
る 

（
澤
上
勝
　
議
員
）

さ
わ
が
み 

ま
さ
る 

（
澤
上
勝
　
議
員
）

さ
わ
が
み 

ま
さ
る 

青
森
県
が
当
町
よ
り
先
に
実
施
し
て
い
る

た
め
既
に
県
事
業
を
活
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
現
時
点
で
問
い
合
わ
せ
は
80
件
程
度
あ

り
、
１
０
０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後

も
活
用
に
向
け
周
知
し
て
い
き
た
い
。

答
例
え
ば
、
自
分
の
映
像
を
見
て
欲
し
く
な

い
方
も
い
る
の
で
、
不
特
定
多
数
の
方
に

映
像
を
配
信
す
る
の
は
難
し
い
。

答
新
し
い
生
活
様
式
対
応
推
進
助
成
金
が

１
割
し
か
申
請
が
な
い
理
由
は
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
で
き
な
い
新
成
人
と

保
護
者
に
対
し
、
後
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
な
ぜ

視
聴
者
を
限
定
し
た
の
か
。

問

（
西
館
芳
信
　
議
員
）

に
し
だ
て  

よ
し
の
ぶ

国
か
ら
は
「
概
ね
８
か
月
以
上
経
過
し
た

方
が
対
象
」
と
な
る
旨
通
知
が
あ
り
、
接

種
日
の
約
１
か
月
前
に
随
時
接
種
券
を
郵

送
す
る
予
定
。

答
３
度
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

者
の
接
種
期
間
、
及
び
通
知
方
法
は
。

問

（
西
館
芳
信
　
議
員
）

に
し
だ
て  

よ
し
の
ぶ

（
楢
山
忠
　
議
員
）

な
ら
や
ま 
た
だ
し

主

質
疑

な

【
議
案
第
67
号
】
お
い
ら
せ
町
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

反
対
討
論

先
日
開
催
さ
れ
た
議
員
全
員
協
議
会
で

「
町
の
条
例
に
つ
い
て
、
青
森
県
人
事
委

員
会
勧
告
を
受
け
る
こ
と
は
ど
う
な
の

か
」
と
、
議
員
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
む
つ
市
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
災
害
も
あ
り

本
当
に
職
員
は
苦
労
し
た
。
そ
れ
を
考
慮

し
、
一
般
職
員
の
期
末
手
当
の
改
正
を
上

程
し
な
か
っ
た
と
。
そ
の
こ
と
を
町
長
は

ど
う
考
え
、ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　我
が
町
は
我

が
町
。

県
人
事
委
員

会
勧
告
が
あ

り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
町
内

情
勢
か
ら
見

て
致
し
方
な

い
と
い
う
考

え
で
提
案
し

た
も
の
。

答 問

コ
ロ
ナ
対
応
で
一
般
職
員
が

苦
労
し
て
い
る
。
私
た
ち
議

員
は
町
民
か
ら
付
託
さ
れ
て

お
り
、
町
職
員
の
事
務
事
業

西
館
芳
信
　
議
員

に
し
だ
て  

よ
し
の
ぶ

に
対
し
評
価
し
て
い
る
。
町
民
、
職
員
へ

議
会
の
立
ち
位
置
を
理
解
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
、
議
会
の
議
決
を
も
っ

て
反
対
す
る
。

　
　

賛
成
討
論

採
決
結
果

む
つ
市
の
決
断
は
す
ば
ら
し

い
と
思
う
。

だ
が
、
例
年
、
青
森
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
る
と
い

松
林
義
光
　
議
員

ま
つ
ば
や
し 

よ
し
み
つ

う
こ
と
で
行
っ
て
き
た
。

本
日
可
決
し
な
け
れ
ば
事
務
に
混
乱
を
招

く
。
全
体
的
に
考
え
て
賛
成
。

　
　
　
　
　
○
出
席
議
員
数
15
人

　
　
　
　
　
　（
議
長
に
投
票
権
無
し
）

投
票
総
数
　
14
票 

 

　
有
効
投
票
14
票
、
無
効
投
票
０
票

有
効
投
票
の
う
ち

　
賛
成
５
票
、
反
対
９
票
に
よ
り
否
決

・町消防団員の確保対策は
・不登校・いじめ対策は

・下谷地揚水機場の火災概要と町の対処は
・町財政計画を踏まえた北部地区の下水道敷設計画は

・引きこもり対策は
・長びくコロナ禍の子どもへの支援体制は
・ワクチン接種について問う
・おいらせ病院の老朽化について問う ・北部地区に郵便局を

・学校内における今後のコロナウイルス対策は
・学校の安全管理対策は

・障害者は４月からデマンド型交通を利用できないのか
・主要地方道三沢十和田線の速度規制について問う
・スクールバスについて問う
・統合庁舎の建設場所と建設時期について問う

・津波や大雨の浸水対策は
・資源ごみの保管管理は
・下田公園内の倒木の対応は
・おいらせ病院前河川敷公園の管理は

８

９

10

11

12

13

澤　上　　　訓　議員
さわ かみ さとし

ば ば はるまさ

馬　場　正　治　議員

ひ の ぐち こかず

日野口　和　子　議員

にし だて のぶよし

西　館　芳　信　議員

ひら の ひことし

平　野　敏　彦　議員

　　　　　　　　議員
なら やま ただし
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・町消防団員の確保対策は
・不登校・いじめ対策は

・下谷地揚水機場の火災概要と町の対処は
・町財政計画を踏まえた北部地区の下水道敷設計画は

・引きこもり対策は
・長びくコロナ禍の子どもへの支援体制は
・ワクチン接種について問う
・おいらせ病院の老朽化について問う ・北部地区に郵便局を

・学校内における今後のコロナウイルス対策は
・学校の安全管理対策は

・障害者は４月からデマンド型交通を利用できないのか
・主要地方道三沢十和田線の速度規制について問う
・スクールバスについて問う
・統合庁舎の建設場所と建設時期について問う

・津波や大雨の浸水対策は
・資源ごみの保管管理は
・下田公園内の倒木の対応は
・おいらせ病院前河川敷公園の管理は

８

９

10

11

12

13

澤　上　　　訓　議員
さわ かみ さとし

ば ば はるまさ

馬　場　正　治　議員

ひ の ぐち こかず

日野口　和　子　議員

にし だて のぶよし

西　館　芳　信　議員

ひら の ひことし

平　野　敏　彦　議員

　　　　　　　　議員
なら やま ただし
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町
消
防
団
員
定
数
は
、
条
例
で

定
め
る
３
２
０
人
に
対
し
、
12
月

１
日
現
在
、
２
９
３
人
で
27
人
の

不
足
が
生
じ
て
い
る
。

　

な
お
、
消
防
団
定
数
は
消
防
団

全
体
で
取
り
扱
っ
て
お
り
、
定
員

不
足
と
な
る
分
団
は
な
い
。

　

 

上
十
三
地
区
の
市
町
村
で
同
一

の
金
額
で
あ
り
、
県
内
市
町
村
の

平
均
金
額
は
１
８
２
３
円
で
当
町

の
支
給
金
額
は
低
く
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
本
年
４
月
、
総
務
省
消

防
庁
か
ら
消
防
団
員
の
報
酬
等
、

処
遇
改
善
に
関
す
る
通
知
が
あ
り
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
見
直
し
内
容
は
、

出
動
手
当
を
出
動
報
酬
に
改
め
、

報
酬
額
も
出
動
時
間
が
長
時
間
に

わ
た
る
場
合
、
増
額
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。

　

 

現
在
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
は
基
本
的
に
学
校
内
で
の
教
職

員
の
目
の
届
く
授
業
で
活
用
し
、

い
じ
め
に
繋
が
る
よ
う
な
個
々
の

児
童
生
徒
間
の
チ
ャ
ッ
ト
等
で
の

や
り
取
り
は
さ
せ
て
い
な
い
。

　

配
布
基
準
で
は

な
い
が
、
教
育
情

報
機
器
の
利
用
を

定
め
、
使
用
者
は

当
該
学
校
の
教
職

員
、
児
童
生
徒
と

し
て
い
る
。

　

 

基
本
ル
ー
ル
は
、
教
育
情
報
機

器
利
用
に
お
い
て
、
使
用
者
の
責

務
と
適
正
利
用
や
使
用
制
限
を
定

め
、
悪
用
を
防
ぐ
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
限
ら
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
に
よ
る
誹
謗
中
傷
、
い
じ
め
等

を
防
止
す
る
た
め
の
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

 

対
応
策
は
、「
い
じ
め
の
積
極
的

な
認
知
と
組
織
的
な
対
応
の
徹
底
」、

「
不
登
校
や
問
題
行
動
に
対
す
る
全

教
職
員
に
よ
る
協
働
指
導
体
制
の

充
実
」
を
図
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
学
校
に

配
置
す
る
教
育
相
談
支
援
員
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
育
相
談

室
で
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

情
報
共
有
し
な
が
ら
問
題
解
決
に

向
け
て
支
援
し
て
い
る
。

　

 

本
年
４
月
の
総
務
省
消
防
庁
通

知
を
踏
ま
え
た
対
応
は
、
町
消
防

団
幹
部
や
役
場
内
で
の
協
議
、
ま

た
上
十
三
地
区
市
町
村
間
で
も
検

討
を
行
い
、
上
北
郡
内
の
町
で
統

一
し
た
考
え
方
で
調
整
し
て
い
る
。

　

概
要
と
し
て
、
年
額
報
酬
は
全

て
の
階
級
で
現
行
金
額
を
一
割
増

額
し
、
出
動
報
酬
は
出
動
区
分
に

応
じ
て
支
給
す
る
予
定
。
令
和
４

年
３
月
定
例
会
に
提
案
し
、
来
年

４
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

地域に密着し安全・安心を守る
� 消防団員の確保と待遇改善を問う

不
登
校
・
い
じ
め
対
策
は

町
消
防
団
員
の
確
保
対
策
は

　

 

町
消
防
団
員
定
数
と
団
員
数

及
び
定
員
不
足
の
団
員
数
と
分

団
数
は
そ
れ
ぞ
れ
幾
つ
あ
る
か
。

　

 

現
行
の
費
用
弁
償
は
一
人
一
回

２
千
円
で
低
す
ぎ
る
と
思
う
が
、

増
額
の
考
え
は
な
い
か
。

　

 

消
防
庁
が
進
め
る
団
員
の
処

遇
改
善
に
一
般
団
員
の
年
額
報
酬

標
準
額
３
万
６
５
０
０
円
、
出
動

報
酬
１
日
当
た
り
８
千
円
を
標
準

と
す
る
の
が
柱
と
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
４
年
度
の
当
町
の
対
応

は
。

　

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

に
よ
る
我
慢
だ
ら
け
で
学
校
が
楽

し
く
思
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
と
の
指
摘
が
あ
る
。
今
後
、
学

校
行
事
が
元
通
り
に
な
り
、
子
ど

も
の
関
係
構
築
や
教
員
の
異
変
察

知
の
機
会
が
復
活
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
当
町
の
対
応

策
は
。

　

 

学
習
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
い

じ
め
の
温
床
で「
学
校
配
布
」「
対

策
不
足
」を
指
摘
す
る
記
事
が
あ

る
が
、当
町
の
実
態
は
。

　

ま
た
、各
学
校
の
児
童
生
徒
に

対
す
る
配
布
基
準
は
。

　

 

他
県
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
悪
口
を
送
信
さ
れ
る
な
ど
の

い
じ
め
が
あ
り
、小
学
校
６
年
の

女
児
が
自
殺
し
て
い
る
。悪
用
を

防
ぐ
手
引
き
や
基
本
的
な
ル
ー

ル
に
つ
い
て
町
の
対
策
・
対
応

は
。

平
ひら

野
の

　敏
とし

彦
ひこ

 議 員

消防団員出動報酬内訳
出動区分 報酬額

災　害
(火災含む)

4時間まで 2,000円
7時間45分まで 4,000円
7時間45分以上 8,000円

その他 1日当たり 2,000円
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町の財政計画から
� 北部地区の下水道敷設を問う

西
にし　だて

館　芳
よし

信
のぶ

 議 員

　

 
揚
水
機
場
の
火
災
に
よ
り
東
下

谷
地
地
区
の
水
稲
作
付
け
が
困
難
と

な
っ
た
。
同
地
区
は
奥
入
瀬
川
東
部

土
地
改
良
区
（
以
後
「
改
良
区
」）

の
受
益
地
の
た
め
、
組
合
員
が
賦
課

金
を
納
付
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
農
地
活

用
を
検
討
す
る
た
め
開
催
し
た
。
町

か
ら
は
、「
東
下
谷
地
地
区
の
現
状
」

や
「
現
時
点
で
活
用
で
き
る
国
交
付

金
事
業
」、「
農
地
中
間
管
理
事
業
の

情
報
提
供
」
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
は
、
町
農
林
水
産
課
、
改

良
区
、
同
組
合
員
及
び
耕
作
者
の
農

家
。
農
家
出
席
者
数
は
対
象
者
１
７

４
名
中
、
54
名
。

　

質
疑
応
答
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り

○ 

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
対

象
外
地
区
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力

す
べ
き

○ 

揚
水
で
き
な
い
状
況
な
の
に
賦
課

金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
納
得
い
か

な
い

○
地
区
改
善
の
方
法
は

る
。
ま
た
、
本
庁
舎
・
分
庁
舎
と

も
建
物
の
老
朽
化
や
浸
水
区
域
内

に
あ
り
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

が
果
た
せ
な
い
。
結
果
的
に
町
民
の

安
全
安
心
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、

安
全
な
場
所
に
新
庁
舎
を
建
設
す

る
方
策
こ
そ
、
現
時
点
で
は
最
善

と
判
断
し
て
い
る
。

　

 

新
た
な
下
水
道
管
敷
設
は
現
在

も
考
え
て
い
な
い
。
下
水
道
事
業
は

多
額
の
投
資
費
用
が
必
要
で
、
受

益
者
か
ら
負
担
金
や
使
用
料
を
頂

く
た
め
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　

 

既
設
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

も
財
政
的
に
厳
し
く
、
令
和
２
年

度
決
算
に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
下

水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
入
金
は
約
６

億
８
６
０
０
万
円
と
多
額
で
あ
る
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
の
公
会
計
導

入
に
向
け
、
現
実
的
な
下
水
道
事

業
の
財
政
計
画
完
成
後
に
現
状
と

将
来
的
な
方
向
性
を
説
明
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

 

令
和
元
年
度
の
経
常
収
支
比
率

状
況
を
比
較
し
た
が
大
き
な
変
化

が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
コ
ロ
ナ
禍
に
伴

う
町
税
の
収
入
減
少
等
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
各
種
コ
ロ
ナ
対
策
交
付

金
等
で
一
般
財
源
は
例
年
以
上
の
水

準
で
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
、
こ

れ
ま
で
取
り
崩
し
て
き
た
財
政
調

整
基
金
残
高
を
戻
せ
る
見
込
み
。

　

な
お
、
最
新
財
政
計
画
の
将
来

推
計
で
は
現
在
と
同
程
度
の
経
常

収
支
比
率
や
減
少
傾
向
の
財
政
調

整
基
金
等
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
長
期
的
に

は
単
年
度
の
収
支
均
衡
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

 
平
成
25
年
度
に
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
か
ら
新
庁
舎
の
必
要
性
が

確
認
さ
れ
継
続
中
と
認
識
し
て
い

　

 

賦
課
金
は
土
地
改
良
法
に
基
づ

き
改
良
区
の
定
款
に
定
め
ら
れ
、
改

良
区
の
現
在
の
賦
課
金
内
訳
は
事

務
費
及
び
管
理
費
分
の
経
常
賦
課

金
の
み
で
特
別
賦
課
金
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
土
地
改
良
法
や

定
款
で
は
、
賦
課
金
の
免
除
規
定

は
無
く
、
組
合
員
は
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
国
・
県
の
情
報
を
得

な
が
ら
改
良
区
役
員
等
と
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
組

合
員
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、

交
付
金
等
の
支
援
制
度
を
説
明
し

た
。
現
状
の
賦
課
金
の
負
担
実
情
を

踏
ま
え
、
組
合
員
の
意
向
を
集
約

し
、
農
地
活
用
の
方
向
性
や
事
業

概
要
が
改
良
区
か
ら
示
さ
れ
た
場

合
、
必
要
な
対
策
を
十
分
に
協
議
・

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

下
谷
地
揚
水
機
場
の

 

火
災
概
要
と
町
の
対
処
は

町
財
政
計
画
を
踏
ま
え
た

北
部
地
区
の
下
水
道
敷
設
計
画
は

　

 

生
活
環
境
の
改
善
を
望
ん
で
い

る
町
民
に
と
っ
て
下
水
道
敷
設
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。し
っ
か
り
と

説
明
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

 

令
和
８
年
頃
の
統
合
庁
舎
建

設
に
未
だ
に
執
着
し
て
い
る
観

が
あ
る
が
、計
画
当
初
発
表
時
と

比
べ
深
刻
な
財
政
逼
迫
、コ
ロ
ナ

禍
等
の
問
題
が
あ
る
が
現
在
の
財

政
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

 

町
が
開
催
し
た
10
月
21
日
の

農
家
説
明
会
の
目
的
、出
席
者
、出

席
農
家
数
、質
疑
応
答
の
主
な
内

容
は
。

　

 

新
庁
舎
建
設
を
計
画
す
る

理
由
は
。

　

 

現
状
の
賦
課
金
と
、町
の
対

応
は
。

　

 

人
口
密
集
地
で
あ
る
北
部

地
区
の
下
水
道
事
業
を
実
施
し

な
い
見
方
が
あ
る
が
事
実
か
。

▲揚水機場施設

▲東下谷地地区風景
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ま
で
の
児
童
一
人
当
た
り
10
万
円
相

当
の
給
付
が
見
込
ま
れ
、
今
定
例
会

に
追
加
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
児
童
手
当
の
仕
組
み
が
使
え

る
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
対
し
一

人
当
た
り
現
金
５
万
円
を
年
内
支
給

す
る
た
め
現
在
準
備
中
で
あ
る
。

　

 

学
校
で
は
以
前
か
ら
児
童
生
徒

に
対
し
、
保
健
室
に
備
え
て
い
る
生

理
用
品
を
提
供
し
て
い
る
。

　

 

国
は
、
小
児
の
感
染
状
況
や
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性
を
整
理

し
た
上
で
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　

当
町
の
３
回
目
の
接
種
は
、
２
回

目
接
種
完
了
後
の
８
か
月
を
経
過
し

た
18
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す
る
方

に
追
加
接
種
を
行
う
予
定
。
医
療
従

事
者
は
今
週
か
ら
順
次
開
始
し
、
高

齢
者
へ
は
来
年
２
月
に
開
始
予
定
。

対
象
者
へ
は
、
随
時
、
接
種
の
前
の

月
に
接
種
券
を
送
付
予
定
で
あ
る
。

　

 

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
か
ら

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
報
告
を
受
け
、

実
態
を
把
握
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
登
校
の
対
応
は
、
保
護

者
へ
の
連
絡
又
は
家
庭
訪
問
等
で
相

談
を
続
け
て
い
る
。

　

 

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
及
び
適
切
な
支
援
を
図

る
た
め
、
児
童
相
談
所
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
、
連

携
を
強
化
し
て
い
る
。

　

 

毎
年
、
75
歳
に
な
る
方
を
対
象

に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
健
康
や
生
活

全
般
に
対
す
る
相
談
対
応
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
３
年
に
１
度
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
リ
ス
ク
が
高

い
方
は
訪
問
を
実
施
し
、
実
態
把
握

に
努
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
ひ

き
こ
も
り
や
閉
じ
こ
も
り
の
恐
れ
な

ど
が
あ
る
方
々
へ
は
、
本
人
や
家
族

　

 

こ
れ
ま
で
も
議
員
各
位
か
ら
質

問
を
頂
い
て
い
る
と
お
り
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
や
狭き

ょ
う
あ
い隘

な
駐

車
場
、
そ
し
て
川
沿
い
と
い
う
立
地

的
条
件
か
ら
自
然
災
害
へ
の
対
策
を

含
め
、
病
院
の
方
向
性
と
合
わ
せ
て

政
策
課
題
と
し
て
捉
え
、
早
い
段
階

で
庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
け
て
議

論
し
た
い
。

　

 

地
域
住
民
は
も
と
よ
り
町
に

と
っ
て
も
長
年
の
悲
願
。
要
望
書
を

提
出
し
た
結
果
、「
具
体
的
な
時
期

は
未
定
だ
が
、
設
置
に
前
向
き
に
検

討
し
て
い
る
」
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
も
郵
便
局
新
設
が

早
期
実
現
す
る
よ
う
、

地
域
住
民
と
と
も
に

力
を
合
わ
せ
て
要
望

し
て
い
く
。

の
状
況
に
合
わ
せ
、
介
護
予
防
教
室

へ
の
勧
奨
や
関
係
者
が
見
守
り
支
援

等
対
応
し
て
い
る
。

　

 

町
独
自
の
新
た
な
対
策
・
対
応

は
現
地
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

国
で
は
、
今
年
度
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
一
人
に
対
し
一
律
５
万
円
を
支
給

す
る
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
」
を
支
給
。

　

ま
た
、
新
た
な
国
の
施
策
で
あ
る

「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
」

は
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
以

上
の
世
帯
を
除
き
、
０
歳
か
ら
18
歳

日
ひ

野
の

口
ぐち

　和
かず

子
こ

 議 員

長
び
く
コ
ロ
ナ
禍
の

 

子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
は

お
い
ら
せ
病
院
の

 

老
朽
化
に
つ
い
て
問
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
問
う

引
き
こ
も
り
対
策
は

北
部
地
区
に
郵
便
局
を

 　

連
日
の
よ
う
に
幼
児
や
児
童

の
虐
待
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が

対
策
・
対
応
は
。

 　

新
聞
等
で
児
童
生
徒
が
生
理

用
品
を
買
え
な
い
実
態
を
知
っ

た
が
、当
町
の
対
応
は
。

 　

12
歳
未
満
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
動
き
と
、当
町
の
３
回
目
の
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 　

お
い
ら
せ
病
院
は
川
沿
い
に

あ
り
、老
朽
化
し
、駐
車
場
も
狭

く
移
転
を
考
え
る
時
期
で
は
。

 　

以
前
、質
問
し
た
が
今
一
度
、

町
長
の
考
え
は
。

　

 

児
童
生
徒
の
引
き
こ
も
り
調

査
及
び
対
策
・
対
応
は
。

 　

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
調
査

及
び
対
策
・
対
応
は
。

コロナ禍で引きこもりが急増しているが
当町の実態と対策を問う

　

 

ひ
と
り
親
や
児
童
へ
の
当
町

の
独
自
支
援
制
度
は
、
医
療
給
付

を
は
じ
め
と
し
て
給
食
費
無
料

化
等
、
他
市
町
村
を
抜
き
ん
出
て

い
る
と
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的

に
も
大
き
く
打
撃
を
受
け
、
子
ど

も
の
貧
困
が
更
に
深
刻
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
更
な
る
町
独
自
の

手
厚
い
支
援
が
必
要
と
思
う
が

新
た
な
支
援
策
は
。
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文
部
科
学
省
が
定
め
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
手
洗

い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
換
気
と
い
っ

た
基
本
的
な
感
染
対
策
に
加
え
、

感
染
拡
大
リ
ス
ク
が
高
い
「
３
密
」

を
避
け
る
身
体
的
距
離
を
確
保
す

る
対
策
の
徹
底
を
継
続
し
て
い
く
。

　

 

感
染
症
対
策
に
お
け
る
児
童
生

徒
の
健
康
観
察
、
校
内
の
消
毒
作

業
が
常
に
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
が
拡
大
し
た
時
期

は
、
感
染
疑
い
に
よ
る
自
宅
待
機

が
必
要
と
な
っ
た
際
、
無
理
せ
ず

お
互
い
さ
ま
と
い
っ
た
教
職
員
間

の
助
け
合
い
が
、
見
受
け
ら
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。

　

 

玄
関
の
施
錠
、
さ
す
ま
た
等
の

設
置
の
ほ
か
、
不
審
者
侵
入
避
難

訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

 

各
学
校
に
お
い
て
、
年
一
回
程

度
の
防
犯
教
室
ま
た
は
不
審
者
侵

入
避
難
訓
練
を
警
察
署
と
連
携
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　

 

第
六
波
が
起
き
た
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
国
及
び
県
の
対
策

を
確
認
し
た
上
で
、
同
様
の
対
策

を
講
ず
る
考
え
で
あ
る
。

　

 

主
に
家
庭
、
保
護
者
へ
の
連
絡

と
な
っ
て
お
り
、
折
り
返
し
の
電

話
も
多
く
、
ま
た
、
家
庭
、
保
護

者
へ
の
連
絡
が
な
か
な
か
取
れ
ず
、

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
課
題
と
聞

い
て
い
る
。

　

 

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
は
、
今
後
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
電
話

対
応
業
務
の
削
減
も
含
め
、
学
校

現
場
と
協
議
を
進
め
た
い
。

学
校
内
に
お
け
る
今
後
の

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

学
校
の
安
全
管
理
対
策
は

 　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、日
本
社

会
の
働
き
方
が
変
化
し
て
い
る

が
、教
職
員
の
働
き
方
で「
変
化
し

た
点
」は
。

 　

学
校
で
は
、も
し
第
六
波
が
起

き
た
ら
、第
五
波
の
経
験
を
い
か

し
て
ど
う
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

コロナ禍での教職員の働き方改革と
� 学校への不審者侵入対策を問う

　

 

県
外
の
教
育
委
員
会
で
市
内

の
小
・
中
学
校
に
時
間
外
電
話
対

応
業
務
を
ゼ
ロ
に
す
る
電
話
転
送

サ
ー
ビ
ス
「
転
送
録
」
を
導
入
し

た
こ
と
を
知
っ
た
。
我
が
町
の
小
・

中
学
校
で
の
勤
務
時
間
外
に
お
け

る
電
話
対
応
の
現
状
と
課
題
は
。

　

 
学
校
が
抱
え
る
課
題
は
、
よ

り
複
雑
化
・
困
難
化
し
、
更
に
コ

ロ
ナ
感
染
対
応
業
務
が
加
わ
り
、

激
増
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る

が
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
電
話
転

送
サ
ー
ビ
ス
「
転
送
録
」
を
導
入

す
る
考
え
は
。

　

 

第
五
波
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
公
共
施
設
の
休
館
、
イ
ベ
ン

ト
等
は
中
止
や
延
期
、
学
校
の
部

活
動
の
時
間
短
縮
や
禁
止
等
が

定
め
ら
れ
た
。第
六
波
を
想
定
し

た
学
校
の
部
活
動
や
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

第
五
波
と
同
じ
対
応
か
。
ま
た
別

の
考
え
方
が
あ
る
の
か
。

　

 

都
心
の
小
学
校
避
難
訓
練
で

は
、
暗
号
メ
ッ
セ
ー
ジ
放
送
で
不

審
者
の
侵
入
を
伝
え
る
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
と
言
わ
れ
る
が
、
安
全
安
心

の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
か
。

　

 

児
童
８
人
が
犠
牲
と
な
っ
た

大
阪
の
池
田
小
学
校
児
童
殺
傷

事
件
か
ら
20
年
が
経
過
し
、宮
城

県
で
は
最
近
も
不
審
者
侵
入
事

件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
を

受
け
て
、
全
国
的
に
各
学
校
で
玄

関
の
施
錠
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
、
教
室
へ
の
「
さ
す
ま
た
」
や

防
犯
ス
プ
レ
ー
の
配
置
、
不
審
者

侵
入
想
定
の
避
難
訓
練
な
ど
対

策
を
講
じ
て
い
る
と
思
う
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
当
町
が
実
施
し
て
い

る
不
審
者
侵
入
対
策
は
。

澤
さわ

上
かみ

　訓
さとし

 議 員
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ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー
は
ラ
イ
ト
ピ
ン
ク
、

デ
ザ
イ
ン
は
わ
か
り
や
す
く
、
親
し

み
の
あ
る
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
お
い
ら
く
ん
」
を
使
用
す
る
。

　

ま
た
、
運
行
開
始
は
、
１
月
の
冬

休
み
明
け
を
予
定
し
て
い
る
。

　

 

改
め
て
検
討
し
た
結
果
、
４
台

の
う
ち
１
台
を
リ
フ
ト
付
き
車
い
す

対
応
車
両
と
し
た
。
但
し
、
乗
り
合

い
運
行
の
た
め
、
一
人
で
乗
り
降
り

で
き
な
い
方
は
介
助
者
の
同
行
が
必

要
と
な
る
。

　

 

将
来
、
学
区
の
変
更
や
学
校
の

統
廃
合
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
内
容
も
見
直
す

必
要
が
出
て
く
る
が
、
当
面
は
現
行

の
ま
ま
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
は
保
護
者
を
対
象
と
し

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
考
え
は
な
い
。

　

 

今
後
使
用
で
き
る
合
併
特
例
債

の
発
行
可
能
額
は
約
31
億
９
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
の
建
設
場

所
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
の
観
点
を
含
め
、
改
め
て

議
論
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

建
設
時
期
に
つ
い
て
も
、
合
併
特
例

債
が
活
用
で
き
る
令
和
12
年
度
ま
で

に
完
成
す
る
よ
う
進
め
た
い
。

　

 

当
該
路
線
の
青
葉
、
木
ノ
下
地

区
で
は
、
近
年
各
種
店
舗
な
ど
が
進

出
し
交
通
量
も
増
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
相
応
の
幅
員
が
確
保
さ
れ

た
道
路
構
造
で
あ
り
、
沿
線
に
住
宅

や
事
業
所
が
密
集
し
て
い
る
状
況
で

は
な
い
た
め
、
今
後
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
所
管
の
三
沢

警
察
署
に
相
談
し
た
い
。

馬
ば

場
ば

　正
まさ

治
はる

 議 員

障
害
者
は
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド

型
交
通
を
利
用
で
き
な
い
の
か

主
要
地
方
道
三
沢
十
和
田
線
の

 

速
度
規
制
に
つ
い
て
問
う

統
合
庁
舎
の
建
設
場
所
と

 

建
設
時
期
に
つ
い
て
問
う

 　

今
年
度
更
新
が
予
定
さ
れ
て

い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
40
人
乗
り

中
型
バ
ス
２
台
）の
ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー

や
デ
ザ
イ
ン
、及
び
運
行
開
始
時

期
は
い
つ
か
。

 　

今
後
使
用
で
き
る
合
併
特
例

債
の
額
、及
び
統
合
庁
舎
の
建
設

場
所
と
建
設
時
期
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
は
。

 　

６
月
定
例
会
で
は
、「
現
在
の

運
行
内
容
は
２
町
合
併
に
よ
り
、

過
去
に
行
政
に
よ
る
通
学
の
変
更

が
行
わ
れ
、遠
い
学
校
へ
通
学
す

る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
、ま
た
通

学
距
離
が
片
道
４
キ
ロ
以
上
で
徒

歩
で
の
通
学
が
困
難
な
地
区
を
対

象
と
し
て
い
る
た
め
、運
行
内
容

は
見
直
さ
ず
継
続
し
て
い
き
た

い
」と
答
弁
し
て
い
る
が
、合
併
時

と
現
在
で
は
児
童
・
生
徒
の
居
住

分
布
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

車いすの人はデマンドバスを
� 利用できないのか

　

 

９
月
の
一
般
質
問
で
、
町
長
は

「
車
い
す
等
で
の
利
用
は
対
応
が

難
し
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
」

と
答
え
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
こ

の
問
題
を
再
検
討
し
た
の
か
。

　

 

こ
の
沿
線
に
は
各
種
店
舗
の

進
出
が
相
次
い
で
お
り
、
現
在

の
速
度
制
限
（
60
㎞
／
時
）
の

ま
ま
で
店
舗
に
出
入
り
す
る
車

と
三
沢
十
和
田
線
を
走
行
す
る

大
型
車
等
と
の
事
故
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、一
定
区
間
の
速
度
を

40
㎞
／
時
に
規
制
す
る
よ
う
県

公
安
委
員
会
に
依
頼
す
る
考
え

は
な
い
か
。

▲１月に運行される新しいスクールバス

▲主要地方道三沢十和田線の交通状況

▲暖房や水道の故障等の老朽化

が進み、浸水が想定されている

両庁舎

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
問
う
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楢
なら

山
やま

　忠
ただし
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現
候
補
地
か
ら
の
除
外
や
新
た

な
候
補
地
の
追
加
等
、
改
め
て
議
論

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

 

老
朽
化
し
た
２
庁
舎
に
部
署
が

分
散
さ
れ
、
町
民
の
利
便
性
に
寄
与

　

 

危
険
度
に
よ
る
数
値
的
な
管
理

評
価
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
随
時
、
見

回
り
や
利
用
者
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
り
、
担
当
課
で
現
地
確
認
の
上
、

伐
採
等
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

次
年
度
、
危
険
木
の
伐
採
を
、
足

場
を
設
置
し
た
上
で
行
う
予
定
。

　

 

青
森
県
と
の
協
定
で
管
理
を
町

が
実
施
し
、
年
２
回
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
草
刈
り
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
地
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
９
月
下

旬
に
草
刈
り
が
行
わ
れ
た
が
、
草
刈

り
後
の
状
況
が
雑
に
見
え
る
箇
所
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
次
年
度
以
降
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
対
応
に

つ
い
て
協
議
す
る
。

　

 

河
川
広
場
の
設
置
の
間
は
、
現

在
と
同
様
の
管
理
体
制
と
推
測
さ

れ
る
。
な
お
、
河
川
広
場
以
外
の

河
川
敷
の
管
理
は
青
森
県
が
行
っ

て
い
る
が
、
雑
木
等
が
繁
茂
し
て

い
る
た
め
、
今
年
度
、
県
管
理
施

設
現
地
視
察
会
で
状
況
説
明
し
、

対
応
を
お
願
い
し
た
。

　

 

令
和
２
年
度
に
県
が
事
業
主
に
対

し
状
況
確
認
を
行
い
、
再
利
用
す
る

た
め
産
業
廃
棄
物
に
あ
た
ら
な
い
と

の
こ
と
。
ま
た
、
事
業
主
や
ビ
ニ
ー

ル
の
使
用
目
的
も
確
認
で
き
て
い
る

こ
と
か
ら
行
政
指
導
が
で
き
な
い
。

　

な
お
、
管
理
方
法
が
一
部
不
適
切

な
た
め
、
県
と
と
も
に
状
況
確
認
を

し
て
い
く
。

さ
れ
ず
、
ま
た
昨
今
の
異
常
気
象
に

よ
り
津
波
や
洪
水
に
対
し
て
非
常
に

危
惧
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的

に
と
考
え
て
お
り
、
町
民
の
意
見
を

聞
い
て
整
備
し
た
い
。

　

 

災
害
用
備
蓄
品
の
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
等
は
、
下
田
公
園
内
の
町
防

災
資
機
材
等
備
蓄
倉
庫
に
保
管
し
て

い
る
。
虫
、
ネ
ズ
ミ
等
の
対
策
は
仕

切
り
板
や
ネ
ズ
ミ
捕
り
を
設
置
し
、

定
期
的
に
清
掃
や
点
検
を
実
施
。
湿

気
対
策
と
し
て
常
時
換
気
し
空
気
循

環
さ
せ
て
い
る
。

　

な
お
、
指
定
避
難
所
の
甲
洋
小
学

校
、
百
石
・
下
田
中
学
校
に
、
プ
レ

ハ
ブ
倉
庫
を
新
設
し
、
分
散
で
保
管

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

 

町
は
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用

を
想
定
。
コ
ス
ト
の
ほ
か
加
工
や
運

搬
、
汎
用
性
を
考
慮
し
た
。

　

ま
た
津
波
避
難
は
徒
歩
を
基
本
と

し
て
い
る
た
め
、
避
難
時
に
テ
ン
ト

持
ち
出
し
は
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら

災
害
用
テ
ン
ト
購
入
の
助
成
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 　

仮
に
浸
水
想
定
区
域
を
除
外

し
た
場
合
、残
る
は
１
候
補
地
と

な
る
。合
併
特
例
債
の
期
限
も
迫

り
早
急
に
新
庁
舎
建
設
計
画
を
着

手
す
る
考
え
は
。

 　

旧
フ
ル
マ
タ
漬
物
工
場
内
に

資
源
ご
み
と
思
わ
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
数
年
前
か
ら
保
管
さ

れ
、地
域
住
民
が
火
災
発
生
を
危

惧
し
て
い
る
。町
の
対
策
は
。

 　

災
害
時
の
感
染
症
対
策
と
し

て
浸
水
区
域
住
民
へ「
テ
ン
ト
購

入
補
助
金
」を
検
討
し
て
は
。

 　

管
理
評
価
の
危
険
度
は
数
値

化
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、そ
の
倒
木
の
対
応
は
。

▲町防災訓練の様子

最大津波２７ｍや大雨の浸水対策
� 及び避難対策を問う

津
波
や
大
雨
の
浸
水
対
策
は

資
源
ご
み
の
保
管
管
理
は

下
田
公
園
内
の
倒
木
の
対
応
は

 　

新
庁
舎
建
設
侯
補
地(

本
庁

舎
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
敷
地
内
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
周
辺)

の
浸
水
状

況
は
。

新庁舎建設候補地の浸水想定

候補地 津波 洪水

本庁舎 浸水区域外 3ｍ未満
の浸水

イオン
敷地内

３０㎝～３ｍ
未満の浸水

50㎝未満
の浸水

※�候補地は上記２箇所とイオンモール
周辺を含め、現時点では３箇所。

 　

２
侯
補
地
は
浸
水
想
定
区
域

だ
が
新
庁
舎
建
設
侯
補
地
か
ら
除

外
す
る
考
え
は
。

　

 

備
蓄
の
保
管
管
理
対
策
は
。

　

 

河
川
敷
公
園
の
管
理
は
。

　

 

河
川
敷
公
園
の
将
来
は
。

お
い
ら
せ
病
院
前

 

河
川
敷
公
園
の
管
理
は
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小学校区 
放課後子ども教室 

（文部科学省） 

放課後児童クラブ 

（厚生労働省） 

百石 
百小のびのび教室 

（２０名：直営） 

あゆみ児童クラブ 

（１０６名：  

甲洋 
甲洋なかよし教室 

（９５名：直営） 
－ 

木ノ下 － 
みらい館児童クラブ 

（２６７名：指定管理） 

木内々 － 
ひまわり館児童クラブ 

（９５名：指定管理） 

下田 － 
太陽児童クラブ 

（７３名：業務委託） 

業務委託）

 

 

第４回議員全員協議会
１１月１８日(木)に開催され、５件について協議しました。

今回は『甲洋小学校区の放課後児童クラブ』と『学校給食費無料化』をピックアップして掲載します。

第１回定例会のお知らせ

●問い合せ　議会事務局（本庁舎3階）
●電話　0178（56）2112

令和４年３月８日(火)午前10時から
おいらせ町議会では、

みなさんの傍聴をお待ちしています。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

▶甲洋小学校区の放課後児童クラブの新設等について ▶学校給食費無料化事業の継続について
【小学校区ごとの現状】

【概要】　

あゆみ児童クラブ

統合 新設
甲洋小学校区へ

児童クラブ ( 業務委託 )

【今後】令和４年４月１日運営開始
百小のびのび教室    廃止       甲洋なかよし教室

安心・安全な放課後児童保育の維持と地域

傍聴者席で私語のうるさいおばさんが多く非常
に迷惑です。傍聴席に入る一人一人に私語は厳
禁であることを教えてください。
傍聴人にも品格を求めます。

　　ご意見をいただきありがとうございます。
議会では、更に「傍聴席の注意事項」を分かり
やすく掲示し、議会の品位を保つよう努めてま
いります。

傍聴者の声 （原文のまま掲載）

回答

傍聴席では

なお、体験学習型の放課後子ども
教室を町内全ての小学校区へ拡大
し充実を図っていく。

格差の是正による子育て環境の均衡化と公平性を
図るため、町内小学校区の全てに放課後児童クラ
ブを設置する。

【概要】　保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援の
充実を図ることを目的に平成３１年１月から実施。
有効期限は令和３年度末。更に３年間延長するため
条例の一部改正を行う。（関連記事 P2.3）

 

「給食費無料化は不要です」
が５．３％は、概ね賛成と
捉えている。

　保護者からのアンケート８６％が賛成、これは当
たり前のこと。この事業は町全体の財政執行である。
広く町民に対して、全体と照らし合わせてどうです
かと聞くべきである。 　（西館芳信　議員）

にしだて  よしのぶ

答

問

【当町の年間事業の現状】※H30 は、1 月から 3 月までの３か月分 

年度 H30 R01 R02 

人数 2,127 人 2,170 人 2,144 人 

金額 2,391 万円 1 億 83 万円 １億 971 万円 

【当町の年間事業の見込】  

年度 R03 R04 R05 

人数 2,148 人 2,174 人 2,163 人 

金額 １億 1,390 万円 １億 1,546 万円 １億 1,477 万円 

【県内の状況】 

全額無料 

(７市町村) 

七戸町、六ケ所村、東北町、 

五所川原市、南部町、新郷村、今別町 

一部助成 野辺地町、横浜町、平内町、外ヶ浜町、蓬田村 

R2.R3 コロナ対策により実施：平川市、階上町 
 

　
始
め
に
、
令
和
３
年
11
月

５
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

故
澤
上
勝
議
員
は
私
の
一
期

先
輩
で
議
席
も
隣
で
様
々
ご

助
言
も
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

先
輩
議
員
と
し
て
、
ま
た
同

志
と
し
て
非
常
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
中
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
追
わ
れ
３

年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
新
た
な
新
型
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
も
警
戒
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
順
番
が
来

た
ら
積
極
的
に
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
年
も
始
ま
り
今
年

こ
そ
は
お
い
ら
せ
町
も
コ
ロ

ナ
前
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等

を
実
施
し
、
活
気
が
欲
し
い

も
の
で
す
。

　
話
は
変
わ
り
、
自
由
の
女

神
像
周
辺
の
木
が
伐
採
さ
れ

女
神
像
全
体
が
階
段
の
下
か

ら
で
も
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

見
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
さ
き        

ま
さ
る

広
報
委
員 

佐
々
木 

勝

　平
成
27
年
初
当
選
以
来
、

令
和
３
年
11
月
ま
で
１
期
２

年
７
月
町
議
会
議
員
と
し
て

在
職
。
こ
の
間
、
次
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　総
務
文
教
常
任
委
員
会

副
委
員
長

　産
業
民
生
常
任
委
員
会

副
委
員
長

　都
市
計
画
見
直
し
調
査

特
別
委
員

　議
会
広
報
編
集
調
査

　
　
　
　
　
　
　特
別
委
員

　議
会
改
革
特
別
委
員

　十
和
田
地
区
環
境
整
備

事
務
組
合
議
員

　八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
員

　農
業
委
員
　

故
澤
上
勝
氏
の
生
前
の
ご

功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。


